
























の IFIP の第 1 回ワーキング部会もスタムパーの主宰のもとに開かれている。本稿はこの点を
ふまえ，組織記号論の生成・発展の状況を考察するものである。まず次節において，スタムパー
の所論を中心にして組織記号論の原理的大要を管見する。










































































































イメンが「第 1 次性（firstness）」，オブジェクトが「第 2 次性（secondness）」，インタープレタント




































































































































この「2004 年 IASS 報告論文」において注目されることは，なんといっても，スタムパー説






















































































































































































   2. 信じるメカニズム
 

















































形的図示は，三角形の 3 頂点の間にいわば独立した 3 つの関係があるという考え方にたつもの
となるが，しかしパースのそもそもの考え方には，こうした考え方はないことを強調する。
すなわちピィエタリネンによれば，もともとのパースの考えは，記号の 3 つの要素の間には
1 つの関係があるだけであって，それが 3 要素にいわば枝分かれする関係（one,	 irreducibly	triadic	
relation）にあるとするものである。それはパースの言葉でいえば「1 つのテリデンティティ
（teridentity）」といわれるものであるが，1 つのものが 3 つの構成要素（components）に枝分かれす
ることをいうものである。故にパースの記号論は，図示するとすれば，最も原理的には，（三角
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展のために」『観光学評論』5 巻 2 号，165-180 頁
Emergence of the Theory on Organizational Semiotics:  
A Study of its Characteristics
Shoichi Ohashi, Hiroshi Takebayashi
Abstract
The theory on organizational semiotics has recently been brought to the agenda, with one 
of the most leading advocates being Ronald Stamper, Professor at University of Twente 
(NL) and Staffordshire University (UK). This paper examines the emerging process of the 
theory and proposes the evaluation of its social oriented way of thinking, although some 
critics oppose its conceptualization from a viewpoint of material semiotics.
79	組織の新しいとらえ方	
